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【目 的】近年、石 油代 替燃料 と し てバ イオ エ タ ノ
ー．・

ル が 注 目されて い るが 、
食糧 と競合す る こ との ない セ ル ロ

ー
ス 性資源か らエ タ ノール を効率 よ く生

産する 方法の 開発が大 きな期待を集 めて い る 。本研究 で は、同時糖化 発酵

に よるセ ル ロ
ー

ス 性資源か らの バ イオ エ タ ノ
ー

ル 生成 に っ い て検 討 した 。
【方 法】 バ イオエ タ ノ

ー
ル 生成 に 使用す る 酵母 をス ク リ

ー
ニ ン グす るた め

に 、3 種類の 酵母に つ い て エ タノ
ー

ル 収率を倹討 した．グ ル コ
ー

ス 濃度 を

20gtl．としたYM 液 体培地 に酵母 を接種 して培薔 し、経時 的に培養液 の
一

部

をサン プ リン グして グル コ
ー

ス 濃度、エ タ ノ
ー

ル濃 度を測定 し．それぞれ

の 酵母 につ い て エ タノール 収率を求めた。また、ス ク リ
ー

ニ ン グ した酵 母

を用 い て 同時糖化発酵 をお こ ない 、セ ル ラ
ーゼ やセ ル ロ

ー
ス 性 資源に つ い

て 検討 した ．【結果 】3種 類の 酵母 に つ い て エ タ ノ ー一ル 収率 を求 めた とこ ろ ．
い ずれ の 酵 母 も培 食 24時間 後の エ タ ノ ール 収率 は 50％ 程度 とな リ、グル

コ ース も残 存 しな か っ た ．しか しな が ら、ll種類 の 酵母 の うち 2種類に つ い

て は 24時 閭 以 降 も培 養 を継 続 す る と エ タ ノ ール 濃度 が顕 著 に減少 した が 、
他 の 1種 類 に つ い ては エ タ ノ ール の 減少 は み られ ず、バ イオ エ タ ノ ール 生

成 に は こ の酵 母が 適 し てい る こ とが わ か っ た 。引 き続い て 、セ ル ロ ース 性

資源 か ら セル ラーゼ とSSF を お こない 、パ イオ エ タ ノー一ル を生成 する こ と

が で き た。

【目的】当研究室 で は、従来 か ら同 時 糖 化 発 酵 〔SSF） に よ り、セ ル ロ
ー

ス

性 資源 か ら生 分解性 プ ラス チ ッ ク の原 料で あ る L一乳酸の 生成に 取 り組ん

で きた が 、セ ル ラ ーゼ が 高価 で あ る こ とが 乳酸 生成 の コ ス ト高 の原 因 と

な っ て い た 。本研究 で は、新規 セ ル ラーゼ と し て廃棄物か ら得 る こ とがで

き る た め安価 な ホ タ テ ガ イ 由来 セ ル ラ ーゼ （ホ タ テ セ ル ラ ーゼ ） を用 い て

セ ル ロ
ース性 資源 か ら の L一乳 酸 生 成 を検 討 した ．【方法】 まず、ホ タテ セ

ル ラ ーゼ の活性 の最適 pll．お よび最 適温度 を測 定 した 。セ ル ラーゼ活性

は 、緩 衝液 中に お ける セル ロ
ースパ ウ ダーか ら の グル コ ース生成 速 度 とし

て定量 した。次に 、ホ タ テセ ル ラーゼ と乳 酸 菌を 用 い て SSFを お こな い 、セ

ル 囗
一

ス性 資源か らの L一乳 酸の 生成を 試み た。セル ロ ース性 資 源 に は、セ

ル ロ
ー

ス パ ウダ
ー、製 紙汚泥、ア ナ ア オ サ を 用 い た 。【結 果 】 ホ タ テ セ ル

ラ
ーゼ は、pH5 ．5付近、35℃ で 最大活性 を示す こ とが わか り、従来か ら用

い られて きたセ ル ラ
ーゼ よ り も乳酸 菌 との SSF に 適 して い る と考 え られ

た c また、ホ タ テセ ル ラ ーゼ を用い て SSF をお こな っ た と こ ろ、い ず れ の

セ ル ロ
ー

ス 性資源から もL一乳酸を生成する こ とが で き た。
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【ti的 】現在、環境問 題の 深刻化 に よ り、乳酸菌に よる 値物 バ イオマ ス か ら

の乳酸生産が 盛んに 行われて い る 。しか しなが ら、乳酸菌に よる非食 糧バ

イ オ マ ス で あ る キシ ラ ン か らの 直接乳酸発酵の 報告 例は ない 。石 川 らは、
海洋 由来乳酸 菌丑 痂 創   蛎 を単離 ・同定 し

1）、キ シ ラン を唯
一

の 炭 素源 と

して 生育す る こ とを明 らか とした。本研究 で は、H ．　m ・iure・nsiv に よ る キシ ラ

ン か らの 直接乳酸生産 につ い て 検刮 した c

【方法 ・結果】使用菌株 に は、H 、　miurensis 　M23 −1、　 M2S −2、　 M2S −3、　 M23 −
4及 びM23 −5を用い 、様 ttな植物 及び海草 由来 の キシ ラ ン 〔beta−1，4 　xy 且an 、
beta−】，3　xyla 【1） を炭 素源 として 初発 pII　8．5、　 so

°
C で 培養 を行 っ た 。その

結 果、M23 ．4株が様 々 な資源 由来 の キシ ラン を資化す る こ とが で き、最 も

高い 乳酸生産星 と収率 を示 した 。以後、M23 ・4 株 を使用 した。次に ．様 々

な炭 素源 （グル コ
ー

ス 、ソル ビ ト
ー

ル 、キシ ラン 等 〕を用い て培 養を行 い 、
それぞれ の 培養液上 清を用 い て キシ ラン か らの キシ ロ ース 生成に つ い て 検

討した結 果、ソル ビ ト
ー

ル の とき最 も高か っ た u 以上 よ り、キシ ラン 分解

酵素はソ ル ビ ト
ー

ル に よ り発現誘導 される こ とが示唆 された 。
1）InLJ ．　Syst．　EvoL 　Microbio1 ．，55、2427・24S9，200J「

【目的1　我 々 は現在．稲 ワ ラ や コ ーン ス トーバ
ー

などの ソフ トバ イオ マ ス

に 由来する 糖類を原料と する パ イ オプ ロ セ ス の構築 を検討 して い る 。ソフ

トバ イオ マ ス は、G5 躇 で あ る D ．xvlose やL−arabinose を主成分 とす る ヘ ミセ

ル ロ ー
ス を乾燥重量 で 20〜30％ 含むが 、C5糖 を利用可能な微生物 が限られ

て い る こ と、ま．t：　cs 糖利 用 可能株に お い て も、カタボライ トリプ レ ッ シ ョ

ン に よ り C5 糖を glucoseと同 時に 利用 で きない こ とが、バ イオ プ ロ セ ス の

効率化の 妨げとな っ て い る 。本研究で は、Cot
｝
，nebacteriu ．m 　srtutamtlcum

への

塘利用能の 拡大 を 団的に 、D −x
ア
10seとL −arabinose 代謝経路 を構築 し、組換

え コ リネ 型細菌に よ る増 殖非依存 型RI
一
1
’
E バ イ オプ ロ セ ス に よ る C5 塘 を含

む 混合糖の 同時利用に よ る物質生産を検討 した 。
【方法 及び結果】　D −xy’lose及び L−arabiriosc 代謝 に 関与す る 遺伝子 を ク

ロ ー一ニ ン グし、C．　glutamicum　R 株に おけ る発現系を構築 した。作 製 した組

換え 株は D −xylosc また は L−arabinese を単
一

炭素源 と して 増殖 が 可能 で あ

り、RITE バ イオプ ロ セ ス で は こ れ らの 混合糖を基質 と して効 率よ く有機

酸 を生産した 。また 、Rl
．
1
．
E バ イオプ ロ セ ス 還元条件下で は混合糖の 同時

利用が 可 能で あ る こ とを 明 らか に したc本研究 の
一

部 は NEDO の 委託研究

の
．
環 として 行わ れ た もの で ある 。
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